
Ⅰ 背景および目的

木材は再生可能資源であるが，その回復には時間が
かかる。このため木材産業の成長とともにしばしば森
林資源は枯渇し，新たな産地や利用樹種の探索や，早
生樹人工林の造成などによる資源維持が図られてき
た。一方で森林資源の場所や種類の変化は，木材産業
の立地やサプライチェーンの構造，製品の種類の変化
も誘引する。日本国内を例に取れば，近年，川下の木

材加工産業の大規模化にともない，木材の主要な生産
地が旧先進林業地の近畿・東海から，戦後造林地・新
興林業地である四国，九州，北関東へと移っていった
（林業経済学会，２０１５）。また国内の合板製造産業は，
南洋材からロシア材，さらに国産材と資源を転換させ
つつ，その主要な製品を普通合板や型枠合板から構造
用合板へとシフトさせてきた（岩永ら，２０１７）。今後
外材から国産材への資源転換がさらに進む中で，産地
の移動を含む木材産業の新たな産業再編が進むことが
予想されている（嶋瀬，２０１７）。
東南アジア・オセアニア地域の熱帯諸国においては
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世界的に木材原料の天然林資源から人工林資源への移行が進行している。そのプロセスを理解するため，天然林コン
セッションの資源が減少し，人工林コンセッション，土地転換材，住民林業からの木材生産が増大するインドネシアに
おいて，国内の木材と木材製品の主要な生産地，また両者の関係がどのように変化したのかを分析した。インドネシア
では，１９９０年代までは主にカリマンタン，スマトラの天然林コンセッションで木材生産が行われ，域内で合板や製材品
が生産されていた。２０００年代以降，スマトラにおけるパルプ・チップ生産がインドネシアで最も木材を消費する木材製
品製造業となり，原料は主にスマトラの人工林コンセッションからの木材が使われているが，他の地域の人工林コン
セッションからの木材や，スマトラにおける住民林業によって生産された木材も使用されていると推定された。合板・
製材品の生産の中心はジャワに移動し，ジャワの住民林業がその最大の資源供給源となるとともに，カリマンタンの天
然林コンセッションの木材も使われている。カリマンタンでは天然林コンセッションの木材を主な原料とする合板生産
が維持されているが，一部人工林コンセッションからの木材も使用されていると推定された。
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To understand the process of the resource shift from natural forest to planted forest by timber industries, an analysis was carried
out on the major production areas of logs and timber products（sawn timber, plywood, chip and pulp）in Indonesia, estimating
how the relationship among them changed. Until the１９９０s, log production in Kalimantan and Sumatra was conducted mainly in
natural forest concessions, to produce plywood and sawn timber. Since the２０００s, the pulp and chip industries have become the
largest log consumers in Indonesia. Their main source is planted forests in Sumatra, but they also obtain raw material from
planted forests in other regions, especially Kalimantan, and from tree-farming by small holders in Sumatra. Major plywood and
sawn timber production has moved from Sumatra and Kalimantan to Java, and logs from tree-farming in Java have become the
largest source, while logs from natural forest concessions in Kalimantan are also used as raw material. Plywood industries in Ka-
limantan source logs from surviving natural forest concessions, while logs from planted forest concessions in the region are also
estimated to be used for raw material.
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戦後，主に日本の木材需要のために天然林開発が進ん
だが，資源枯渇とそれに伴う主要生産地の移動が繰り
返されてきた。各国の原木生産量は，フィリピンでは
１９７０年前後，タイでは１９７０年代，マレーシア・サバ州
では１９７０年代～９０年代，ラオスでは１９９０年代後半～
２０００年代前半にピークを迎えた後に，資源枯渇によっ
て減少を迎えた（Ross,２００１; Samejima,２０１９; Shearman
et al.,２０１２）。
これらの木材生産国からは，当初，木材のほとんど
は原木のまま輸出されていた。各国政府は，価格維持
と国内木材加工産業育成のために，１９７４年に東南アジ
ア木材生産者会議（Southeast Asia Lumber Producers’
Association：SEALPA）を結成し，輸出制限などの政
策を進めたが，フィリピン，マレーシア・サバ州，パ
プアニューギニアなど，①日本市場で製品よりも原木
に対する需要が高かった，②政府の税収のうち木材関
連の占める割合が高く，国内で木材加工産業が育つま
での税収減に耐えられなかった，③政権が安定しな
かった，などの理由により輸出制限の実施に時間がか
かり，木材加工産業の育成が進まないまま天然林資源
の減少が進行した国が少なくなかった（Ross，２００１；
立花，２０００）。タイ，カンボジア，フィリピン，ラオ
スでは天然林資源が枯渇し，天然林伐採を禁止し（そ
れぞれ１９８９年，２００２年，２０１１年，２０１６年），木材輸入
国となった。
インドネシアにおいては，オランダ植民地時代に
ジャワにおける育林林業が始まり，独立以後は林業公
社（Perum Perhutani）に引き継がれたが，ジャワ以外
の地域では１９６７年の森林基本法，１９７０年第２１号政令に
よって国有林地において森林事業権（Hak Pengusahaan
Hutan：HPH）が設定され，HPHに基づいた天然林コ
ンセッションを取得した企業による択伐施業が進んだ
（塩谷，１９６９；篠原，１９８１；村嶌・荒谷，２０００；萩野，
２００３）。しかしインドネシアは石油収入があったため
木材への財政依存度が低く，資源がまだ十分に残存し
ていた１９８５年に原木の輸出を全面禁止し，合板産業の
育成を成功させることができた（荒谷，１９９８）。１９８９～
９７年には年間１，０００万m３前後の合板を生産，日本など
に輸出し，年間輸出額は２０億～４０億超米ドルに上っ
た。次いで，石油資源があり，樹洞のある木が多いな
ど木材資源の質が悪かったために森林開発が遅れたマ
レーシア・サラワク州も合板製造産業の育成に成功し
た。しかしインドネシアやサラワク州は木材加工産業
を海外から国内へ移転させることには成功したが，資
源は依然として国有林地内の天然林に依存し，両国と

も１９９０年代には資源枯渇によって原木・合板生産量の
減少局面に入った。
インドネシアでは，資源枯渇に対応するため，国有
林地における人工林コンセッション（Hutan Tanaman
Industri：HTI）制度が１９９０年に導入され，２０００年代以
降スマトラなどで拡大した（藤原ら，２０１５）。同時期
にオイルパームプランテーションも拡大したが，天然
林を皆伐して人工林コンセッションやオイルパームプ
ランテーション造成をする際に生じる木材（以下，土
地転換材とよぶ）は，木材利用許可（Izin Pemanfaatan
Kayu：IPK）などを取得することによって販売するこ
とが可能である（Lawson et al.,２０１４）。このことは企
業にとって資源量の多い天然林をプランテーションに
転換するインセンティブとなり，人工林コンセッショ
ンはオイルパームプランテーションとともに天然林資
源の減少を加速させた。
またインドネシアでは１９９７年のアジア通貨危機，

１９９８年のスハルト政権の崩壊により政治経済の混乱が
生じた。原木輸出禁止の一時的な解除，森林開発許認
可権限の地方分権化によって，２００２年頃まで森林管理
行政が混乱し，スマトラ，カリマンタンなどの国立公
園や天然林コンセッションで違法伐採が多発して森林
の荒廃が進行した（荒谷，２００３；御田，２０１５）。１９９７
年～９８年にはエルニーニョに伴う森林火災が広がった
こともあり，１９８０年代まで６０％以上あった森林被覆率
は，２０１５年には４８％まで減少した（FAOSTAT（１））。
しかし２００４年のユドヨノ政権成立以降，森林管理行
政が再強化され，２００９年に導入された木材合法性証明
システム（Sistem Verifikasi Legalitas Kayu：SVLK）に
より，インドネシアで生産・取引されたすべての木材
について合法的に伐採されたことを証明すること，天
然林コンセッション・人工林コンセッションは持続的
森林管理認証（Pengelolaan Hutan Produksi Lestari：
PHPL）を取得することが義務付けられた。
以上の東南アジア諸国の森林開発は，主に国有林地
において利用権を取得した民間企業によってなされて
きた。しかし１９９０年代以降，タイ，ベトナム，フィリ
ピンなどでは地域住民が私有地で栽培する用材樹木の
木材生産（以下，住民林業）が拡大しつつある（鮫島，
２０１８）。インドネシアにおいても，２０００年代以降，
ファルカタ（現地名：センゴン（sengon），Albizzia fal-
cata ／ Falcataria moluccana）などの木材生産がジャワ
で盛んになり，域内の木材産業によって重要な資源と
なりつつある（門田，２０１２；岩 永，２０１２；２０１６；
２０１９；水野，２０１６）。
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このような森林資源の変化は，木材産業の側にも変
化をもたらしている。タイでは従来，北部の国有林の
チークなどが主要な森林資源となっていた（塩谷，
１９６９）が，２０００年代以降，南部におけるゴム（Hevea
brasiliensis）の植え替えに伴う廃材が資源化され，広
葉樹製材品の輸出額が米国に次ぐ大きさとなるまでに
成長を果たしている。また，東北部，中部では農民に
よるユーカリの契約栽培が拡大し，紙パルプ産業を支
えている（井上ら，２０１６）。戦争などの影響で森林資
源が乏しかったベトナムは長らく木材輸入国であった
が，北部・中部では１９９０年代以降の植林プログラムや
林地の分配によってアカシア（Acacia spp.）やユーカ
リ（Eucalyptus spp.）の森林資源が充実し，チップな
どの木材製品生産量・輸出量が増加している（Nambiar
et al.,２０１４）。一方，フィリピンでは従来ミンダナオ
を中心とする国有林の天然林コンセッションが主要な
木材供給源となっていたが，近年は同じミンダナオで
集落周辺の私有地におけるファルカタの栽培が盛んに
なり，木材加工事業者の資源転換と存続を可能にして
いる（Carandang et al.,２０１５）。
インドネシアの場合はやや複雑である。木材の供給
面では２０００年代以降，天然林資源が減少し，人工林コ
ンセッション，土地転換材，住民林業など供給源が多
様化する中で，需要面では紙・パルプの生産・輸出が
増大する一方，合板や集成材などの生産・輸出量も安
定して推移している。ジャワで生産される合板や集成
材の原料に関しては，Iwanaga and Masuda（２０１３）が，ス
マトラ，カリマンタンなどジャワ外の国有林から，ジャ
ワの住民林業の木材へ移行してきたことを明らかにし
ている。しかし人工林コンセッションからの木材から
紙・パルプが作られ，天然林コンセッションまたは住
民林業からの木材によって合板などパネル類の生産が
行われるという単純で分節化した需給関係が成立して
いるのか，異なる供給源からの木材資源の間に相互補
完関係があるのかは，十分に明らかになっていない。
木材産業の天然林資源から人工林資源への転換は世
界的な趨勢であり，天然林の擁する生物多様性や生態
系サービスの維持のためにも求められている（FAO，
２０１９）が，インドネシアにおいて，ほぼ天然林資源に
のみ依存していた時代からどのような需給関係の変化
によって現在の木材製品生産の状況が可能になったの
かを明らかにすることによって，その転換への経路を
示すことができる。
インドネシア全体の木材需給関係の変化を分析する
ためには，個別の木材製品の種類ごとに，どのような

供給源の木材が使われたかという情報を得る必要があ
る。そのような統計は存在しないが，木材と木材製品
の生産量の地理的な分布の違いからある程度需給関係
を推定することができる。このことを利用し，本稿で
はインドネシア全域の木材と木材製品の生産量統計
データから，インドネシア国内の木材と木材製品の主
要な生産・製造地，また両者の関係がどのように変化
してきたのかを明らかにした。

Ⅱ 方法

インドネシアの木材製品（製材品，合板，チップ，
パルプ）の主要な生産地域，その原料となる木材の供
給地域と生産の担い手（木材利用権の種類），さらに
その需給関係の経年変化を把握するため，インドネシ
ア環境林業省（Kementerian Lingkungan Hidup dan Ke-
hutanan：KLHK）（２０１４年以前は林業省Departmen Ke-
hutanan，改称してKementerian Kehutanan），インドネ
シア統計局（Badan Pusat Statistik：BPS）の統計から
得られた以下の州ごとのデータを分析した。
１．木材製品の生産量データ（２）

２．大規模木材加工事業者（年間木材消費能力６０００
m３以上）の木材入荷量データ（３）

３．インドネシア全体の木材生産量データ，天然林
コンセッション・人工林コンセッション・林業
公社の面積と木材生産量データ（４），住民林業を
行っている世帯数，用材樹種植栽本数データ（５）

同じ年のデータについて，異なった年に発行された
統計で異なった値が記載されている場合は，新しい方
の年のデータを用いた。インドネシアは現在，３４の
州・特別州に分かれているが，７地域（スマトラ，
ジャワ，カリマンタン，スラウェシ，ヌサトゥンガ
ラ，マルク，パプア）に分けて，州ごとのデータを集
約した。
需給関係の分析は主に，１，２，３すべてについて
州ごとのデータが得られた年のうち最新の２０１６年につ
いて行った。また１の木材製品の生産量データからそ
の原料となる木材使用量を推定するため，Global Tim-
ber（６）およびITTO（７）が提供している製材品，合板，単
板，パルプの丸太換算率，全国木材チップ工業連合会
が公開している広葉樹チップの丸太換算率（全国木材
チップ工業連合会，２０１９）を使用した。すなわち，１
m３の製材品，合板，単板，チップそれぞれ１．８，２．３，
１．９，３．０m３の丸太に相当し，パルプは１ton当たり４．５
m３の丸太に相当するとして換算した。
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また，近年生産が拡大している住民林業について
は，その拡大要因を把握するため，２０１９年３月に，東
ジャワ州と中カリマンタン州において，州林業局，民
間の製材事業者，合板製造事業者およびファルカタ栽
培住民に対する聞き取り調査を行った。

Ⅲ 結果

１ 木材製品の生産地域とその変遷
（１）２０１６年の地域別の木材製品生産量
環境林業省２０１６年統計（KLHK，２０１７）から算出し
た，２０１６年の地域別の製材品，合板およびLVL，単
板，チップ，パルプの生産量を表―１に示す。製材品
の２０１６年総生産量は１６６万m３であったが，そのうち
８０％はジャワで生産されていた。生産量上位の州は東
ジャワ州（６８万m３），中ジャワ州（５８万m３），次いで
北スマトラ州（１２万m３），パプア州（１１万m３）であっ
た。合板の２０１６年総生産量は３６３万m３であったが，そ
のうち４５％はジャワ，４０％はカリマンタンで生産され
ていた。生産量上位の州は中ジャワ州（７３万m３），東
ジャワ州（７２万m３），南カリマンタン州（４７万m３），
東カリマンタン州（４６万m３）であった。単板の総生
産量は８３万m３であり，そのうち６７％がジャワで生産
されており，東ジャワ州（２８万m３）と中ジャワ州（２４
万m３）が主な生産地となっていた。なお２０１６年のイ
ンドネシアの単板輸出量は５万m３で あり（FA-
OSTAT（５）），生産された単板の大部分は国内で合板な
どパネル類の原料として使用されたと考えられる。
チップの２０１６年総生産量は２，５９５万m３であり，その
９４％はスマトラ東部の４州（リアウ，南スマトラ，
ジャンビ，北スマトラ）で生産され，特にリアウ州で
１，８４５万m３（７１％）が生産されていた。４州以外では，
東カリマンタン（９１万m３），中カリマンタン（５７万m３）
などで生産量が多かった。パルプの２０１６年総生産量は
６００万tonであり，全量がスマトラ東部の４州で生産さ
れ，特にリアウ州で４４０万ton（７３％）が生産されていた。
丸太換算率を用い，各木材製品製造のために消費さ
れた丸太の量を推定した結果を表―２に示した。単板
に関しては生産量の大部分が国内で合板などの原料と
して消費されたと考えられるため，これを除いた製材
品，合板，チップ，パルプの丸太換算量の合計が，イ
ンドネシアでの総丸太消費量と推定されるが，その量
は２０１６年には４，６５２万m３であった。製材品，合板，
チップ，パルプ生産のための消費量の割合はそれぞれ
７，１８，１９，５８％で，現在インドネシアにおいては

紙・パルプ製造が木材の最大の用途となっていると推
定された。
地域別にみればスマトラの工場ではパルプ，チップ
の原料としての消費量が圧倒している（それぞれ総丸
太消費量の７５，２２％）。一方，ジャワの工場では合板
と製材品の原料としての消費がほとんどの量を占めた
（それぞれ総丸太消費量の６１，３９％）。カリマンタンの
工場では合板としての消費量が多いが（８２％），１３％
はチップとして，５％は製材品の原料として消費され
ていたと推定された。
（２）地域別の木材製品生産量の推移
環境林業省・林業省年次統計から算出した，地域別
の製材品，合板，チップ，パルプ生産量の推移を図―
１～４に示す。生産量の少なかった単板は除いた。製
材品は１９８０～１９９０年代にかけては年間２００～１，０００万m３

生産され，その８０～９０％がカリマンタン，スマトラで
生産されていた。カリマンタン，スマトラからの生産
量は減少していったが，２０００年代後半以降，ジャワで
生産量が増大し，近年では総生産量の７０％以上を占め

表―１ ２０１６年の地域別の木材製品生産量（木材林産物
一次産業事業許可取得企業）

地 域
製材品
（m３）

合板および
LVL
（m３）

単板
（m３）

チップ
（m３）

パルプ
（ton）

ス マ ト ラ １９４，７０７ ２４７，３９６ ８８，６３０ ２４，３０１，２６３ ６，００３，５７４
ジ ャ ワ １，３２４，９８１ １，６３４，３３４ ５５６，９６３ ４３，８２０ ０
カリマンタン １２０，２０３ １，４４２，８２８ ８４，９９３ １，５４０，６８２ ０
ヌサトンガラ １１，６１３ ５，１２３ ０ ０ ０
スラウェシ ８，７１３ ８１，６２０ ６６，９５８ ０ ０
マ ル ク ３９ １，４７０ １，２３４ ０ ０
パ プ ア １７３，２７４ ２２３，２８７ ３０，５３１ ６４，３４５ ０

合 計 １，６６０，２５６ ３，６３６，０５８ ８２９，３０９ ２５，９５０，１１０ ６，００３，５７４

出典：環境林業省２０１６，２０１７年統計（KLHK，２０１７; ２０１８）から
筆者作成。

表―２ ２０１６年の地域別木材製品生産量の丸太換算量
（単位：m３）

地 域 製材品
合板およ
びLVL

単板 チップ パルプ
単板を除
いた合計

スマトラ ３５４，３６７ ５６９，０１０ １６８，３９６ ８，１００，４２１ ２７，０１６，０８５ ３６，０３９，８８２
ジ ャ ワ ２，４１１，４６６ ３，７５８，９６９ １，０５８，２２９ １４，６０７ ０ ６，１８５，０４２
カリマンタン ２１８，７６９ ３，３１８，５０

５
１６１，４８８ ５１３，５６１ ０ ４，０５０，８３４

ヌサトンガラ ２１，１３６ １１，７８２ ０ ０ ０ ３２，９１８
スラウェシ １５，８５７ １８７，７２７ １２７，２２１ ０ ０ ２０３，５８４
マ ル ク ７１．３０７６ ３，３８２ ２，３４５ ０ ０ ３，４５３
パ プ ア ３１５，３５８ ５１３，５６０ ５８，００９ ２１，４４８ ０ ３４５３．３１９６

合 計 ３，３３７，０２５ ８，３６２，９３４ １，５７５，６８８ ８，６５０，０３７ ２７，０１６，０８５ ４６，５１９，１６７

注：表―１から，Global Timber（６），ITTO（７），全国木材チップ工業
連合会（２０１９）記載の以下の丸太換算率を用いて計算。
製材品：１．８２，合板：２．３，単板：１．９，広葉樹チップ：３．０，
パルプ：１ton＝４．５m３。
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るに至っている。合板は１９８０～１９９０年代には全国で年
間６００～１，０００万m３生産され，そのうちカリマンタンで
５０％以上，スマトラで３０％弱生産されていたが，１９９７
年からの政治経済の混乱期に全国的に生産量が減少し
た。２０００年代後半以降カリマンタンでは年間１３０～１５０
万m３の安定した生産量を維持するようになったが，
スマトラではほぼ生産されなくなった。対して，もと
もと少なかったジャワでの生産量が２０００年代後半以降
増大し，２０１２年にカリマンタンを抜いてインドネシア

最大の生産地となっていた。またパルプは１９９０年代以
降，チップは２０１２年からほぼスマトラ島のみで生産さ
れ，増加の一途をたどっていた。

２ 木材産業の原料となる木材供給源とその変遷
（１）２０１６年の木材利用権の種類ごとの木材入荷量
２０１６年の各地域の大規模木材加工工場（年間消費能
力６，０００m３以上）の木材利用権の種類別の入荷量を
表―３に示す（KLHK, ２０１７）。入荷量の合計は４，９３０
万m３で，前節で推定された大規模木材加工工場の製
材品，合板，チップ，パルプ生産のための丸太消費量
４，６５２万m３（表―２）よりやや多いが，差分はこれら以外
の木材製品の製造などによって生じたと考えられる。
木材利用権ごとの入荷量は人工林コンセッションか
らの木材が３，２６２万m３と７２％を占め，次いで天然林コ
ンセッションからの木材５２９万m３（１２％），住民林業か
らの木材５０２万m３（１１％）がほぼ拮抗していた。人工
林コンセッションからの木材の９３％はスマトラの工場
に入荷されており，人工林コンセッションが存在しな
いジャワでも入荷されていたが，その量はわずか
（０．０２％）であった。一方，天然林コンセッションで
生産された木材のうち，５３％がカリマンタンの工場に
入荷されていたが，２８％は天然林コンセッションが存
在しないジャワの工場に入荷されていた。住民林業の
木材は４８％がジャワで，２５％がスマトラで入荷されて
いた。IPK材や人工林コンセッション造成のための土
地転換材の入荷量はカリマンタン，パプアで多く，農
園からの木材，輸入材の入荷量はスマトラで多かった。
地域別にみると，スマトラでは木材の総入荷量

３，４３４万m３のうち，人工林コンセッションからの木材
が２，９４１万m３（全入荷量の８７％）を占め，その大部分
の２，３７９万m３がリアウ州の工場に入荷された。前節で
示したように，スマトラの木材加工工場に入荷された
木材の９７％がチップ・パルプ生産の原料となったと推
定されるが，その大部分は人工林コンセッションから
の木材であったと推定される。また住民林業の木材の
入荷量は１２８万m３（４％）あり，うち，７７万m３が南ス
マトラ州の工場で入荷されていた。これは南スマトラ
州における入荷量の２２％にあたる。一方，丸太換算率
を使った推定では，南スマトラ州の工場における木材
製品（製材品，合板，チップ，パルプ）製造のための
丸太消費量２６２万m３のうち，９４％がパルプ，チップ製
造のために消費された。このため南スマトラ州などで
は住民林業による木材の多くもパルプの原料として使
われたと推測される。

図―１ 地域別の製材品生産量推移
出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。

図―２ 地域別の合板生産量推移
出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。

図―３ 地域別のチップ生産量推移
出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。

図―４ 地域別のパルプ生産量推移
出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。
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ジャワでは総入荷量６４３万m３のうち，住民林業の木
材は３５６万m３（５６％），天然林コンセッションからの木
材は１４８万m３（２３％）であった。州ごとの住民林業，
天然林コンセッション由来の木材の入荷量は，中ジャ
ワ州（それぞれ１８１万m３，６８万m３），東ジャワ州（１４９
万m３，７９万m３）で大きく，両州でジャワにおける入
荷量の７４％を占めた。ジャワではほぼ製材品と合板し
か生産していないが，これらの住民林業および天然林
コンセッションで生産された木材がその原料になった
と推測された。
カリマンタンの工場では総入荷量６２３万m３のうち，
天然林コンセッションからの木材が４５％（２７９万m３），
人工林コンセッションからの木材が３５％（２２０万m３）
を占めていた。天然林コンセッションからの木材の入
荷は主に南カリマンタン州，東カリマンタン州でとも
に８２万m３（２９％），人工林コンセッションからの木材
は主に東カリマンタン州の工場で１４６万m３（６６％）入
荷されていた。一方，丸太換算率による推定では，カ
リマンタンの木材加工工場に入荷された木材は合板の
原料としては８２％（３３２万m３），チップの原料として
は１３％（５１万m３）が消費されており，カリマンタンでは
人工林コンセッションからの木材も合板の原料として
消費されていると推定される。また土地転換材も３３万
m３入荷されており，他の地域よりも多かった。なお
住民林業からの木材入荷量の割合はわずかであった。
パプアでは総入荷量１０４万m３のうち，天然林コン
セッション由来の木材が７２万m３（６９％）を占めるが，
土地転換材も１４万m３（１４％）あり，その割合は全地域
でもっとも高かった。
なおスマトラのデータが示すように，チップは人工
林コンセッションからの木材を主な原料として製造さ
れていると推測されるが，ジャワとパプアにおいて
は，人工林コンセッションから生産された木材の入荷

量が，生産されたチップの丸太換算量を下回ってお
り，人工林コンセッションに加え，住民林業や択伐コ
ンセッション，土地転換からの木材も原料として使用
されたと推測された。
（２）木材利用権の種類ごとの木材入荷量の変遷
林業省，環境林業省の年次統計（Departmen Kehutan-

an, ２００１―２００８; Kementerian Kehutanan, ２０１０―２０１４;
KLHK, ２０１５―２０１９）から得た２０００～２０１８年のインドネ
シア国内の大規模木加工工場（年間消費能力６，０００m３

以上）に入荷された木材の木材利用権の種類ごとの入
荷量の推移を図―５に示す。各年の統計データには
「その他」の項目があり，その内容については説明さ
れていない。同じ年に他にどのような項目が入荷先の
木材利用権の種類として挙げられているかいないか，
また前後の年との比較から，２００６～２０１０年の「その他」

表―３ ２０１６年の各地域の大規模木材加工工場の入荷先別の入荷量
（単位：m３）

地 域
天然林コン
セッション

人工林コン
セッション

林業公社 土地転換 住民林業 農 園 輸 入 その他１） 合 計

ス マ ト ラ １４１，４７４ ２９，４１７，６１７ ０ １０３，０８９ １，２７９，５２４ ５６６，５４５ ８７３，９２７ ２，９１８，５８０ ３５，３００，７５６
ジ ャ ワ １，４７５，０５２ ５，１４２ １１０，２３０ ７４，０８８ ３，５６２，５４９ ６６，０９５ １７，６１３ １，１２１，４４７ ６，４３２，２１６
カリマンタン ２，７８７，３３１ ２，１９６，７８８ ０ ３３２，８２２ １１２，１１２ ３４，９９３ ３２４ ７６５，４３２ ６，２２９，８０２
ヌサトゥンガラ １５，２９２ ０ ０ ０ ３，０６７ ０ ０ １６，２１６ ３４，５７５
ス ラ ウ ェ シ １４８，３８７ ０ ０ ３２，５２０ ５９，７００ ０ ０ １４，４４６ ２５５，０５３
マ ル ク ２，５０４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２，５０４
パ プ ア ７２２，７９６ ０ ０ １４３，４１９ ０ ０ ０ １７３，４９０ １，０３９，７０５

合 計 ５，２９２，８３６ ３１，６１９，５４７ １１０，２３０ ６８５，９３８ ５，０１６，９５２ ６６７，６３３ ８９１，８６４ ５，００９，６１１ ４９，２９４，６１１

出典：環境林業省２０１６年統計（KLHK，２０１７）から筆者作成。
注：１）「その他」は前年度からの在庫３２１万m３を含む。

図―５ 大規模木材加工事業者（年間木材消費能力６，０００
m３以上）が入荷した原木調達先別の入荷量推移

出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。
注：「農園」は２０１１～２０１８年のみ，「人工林コンセッション造成の
ための皆伐」と「輸入」は２０１３～２０１８年のみ，「住民林業」
は２０００，２００３～２００５，２０１１～２０１８年のみのカテゴリー。この
ため「その他」の含む範囲は，２００６～２０１０年，２０１１～２０１２年，
２０１３～２０１８年の期間で異なる。２００５年以前の統計では「その
他」のデータの記載はなかった。
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は住民林業由来の木材が大きな割合を占め，２０１１・
２０１２年の「その他」は土地転換材が大きな割合を占め
ていたと推測された。
人工林コンセッションからの入荷量は２０００年には

３７８万m３だったが，２０１８年には４，００８万m３にまで増加
した。特にスマトラでは，２０１６年に入荷された木材
３，５３０万m３のうち，人工林コンセッション由来の木材
は８３％（２，９４２万m３）を占めた。一方，２０００年代後半
以降，天然林コンセッションからの供給量は年間約
５００万m３でほぼ安定していた。２０１１年に天然林コン
セッションから供給された木材のうちカリマンタンの
工場で入荷された量は２６０万m３で，２０１６年とほぼ変わ
らなかったが，２０１１年にジャワの工場に入荷された木
材 は９４万m３で，そ の 後１０９万m３（２０１２年）→１４７万m３

（２０１３年）→１４８万m３（２０１６年）と増加し，スマトラの
工場で入荷される天然林コンセッションからの木材は
減少した（表―４）。住民林業の木材の入荷量は２０００
年には５万m３であったが, ２０１８年には６０７万m３にまで
増加し，天然林コンセッションからの入荷量を上回る
に至っている。オイルパームや人工林コンセッション
開発のための土地転換材（IPK材など）の入荷は２００９
～２０１３年の時期に多かった。２０１１年にはジャワの工場
で入荷された木材の４０％をIPK材が占めたが，２０１６年
には１％にまで低下した。

３ 木材利用権の種類ごとの木材生産量とその変遷
（１）２０１６年の木材利用権の種類別の木材生産量
統計局の年次統計（BPS,２０１７b;２０１７c;２０１７d）から
得た，２０１６年の各地域の総木材生産量，天然林コン
セッション，人工林コンセッション，林業公社，それ
ぞれの木材生産量，さらに両者の差から算出したその
他からの木材生産量を表―５に示す。また樹種ごとの
生産量を表―６に示す。前節表―３で示した大規模木
材加工工場の入荷量統計と比較すると，生産量統計

（表―５）の「その他」からの木材８０６万m３の大部分
は住民林業からの木材（表―３の入荷量統計で５０２万
m３）で，他に土地転換，農園からの木材を含むと考
えられる。総生産量は４，２２５万m３で，表―３で示した
同年の大規模木材加工工場の入荷量合計から前年度か
らの在庫量（３２１万m３）と輸入量（８９万m３）を差し引
いた量（４，５１９万m３）を２９４万m３下回った。なおイン
ドネシア全体の木材生産量データは統計局の年次統計
のみで公表されているが（BPS，２０１７b），天然林コン
セッションと人工林コンセッションからの木材生産量
は統計局（BPS，２０１７c;２０１７d）と環境林業省（KLHK，

表―４ ２０１１年の各地域の大規模木材加工工場の入荷先別の入荷量
（単位：m３）

地 域
天然林コン
セッション

人工林コン
セッション

林業公社 土地転換 住民林業 その他 合 計

ス マ ト ラ ６４１，３３１ １７，６３０，８７６ ０ ８２９，３６４ ４４８，７７７ １２，０６８，０７０ ３１，６１８，４１８
ジ ャ ワ ９３８，４５４ ３３，６０８ １１２，８５８ ２，１８１，９１２ ２，１５７，６４８ ６２，８５６ ５，４８７，３３６
カリマンタン ２，５９６，２１１ ２，１７３，６０１ ０ １２５，３３４ １０６，６３２ ３，４２４，７４７ ８，４２６，５２５
ヌサトゥンガラ １８，９６４ ０ ０ ０ ０ ２１，１０９ ４０，０７３
ス ラ ウ ェ シ １６８，７０７ ２，５９４ ０ １１９，６６７ １１４，９８１ １６３，８９２ ５６９，８４１
マ ル ク ５，４９６ ０ ０ ０ ０ ２４，８１４ ３０，３１０
パ プ ア ７１９，５３２ ０ ０ ０ ０ ５３７，３０４ １，２５６，８３６

合 計 ５，０８８，６９５ １９，８４０，６７９ １１２，８５８ ３，２５６，２７７ ２，８２８，０３８ １６，３０２，７９２ ４７，４２９，３３９

出典：林業省２０１１年統計（Kementerian Kehutanan,２０１２）から筆者作成。

表―５ ２０１６年の木材生産量
（単位：m３）

天然林コン
セッション

人工林コン
セッション

林業公社 その他 総生産量

ス マ ト ラ １９１，１７４ ２２，７７３，９０１ ０ ２，９８７，９２９ ２５，９５３，００４
ジ ャ ワ ０ ０ ５４０，７６１ ３，６１８，６８８ ４，１５９，４４９
カリマンタン ４，０７８，６６０ ５，２２１，１０６ ０ ８７７，５５９ １０，１７７，３２５
ヌサトゥンガラ １１，７９２ ４，３８７ ０ ２０，１７５ ３６，３５４
スラウェシ ２０，３７２ ４，８７１ ０ １９８，０２７ ２２３，２７０
マ ル ク ３８０，４０７ ０ ０ ４３，６７１ ４２４，０７８
パ プ ア ９６４，７６７ ０ ０ ３０９，２４９ １，２７４，０１６

合 計 ５，６４７，１７２ ２８，００４，２６５ ５４０，７６１ ８，０５５，２９８ ４２，２４７，４９６

出典：統計局年次統計（BPS,２０１７b,２０１７c,２０１７d）より筆者作成。

表―６ ２０１６年の樹種別木材生産量
（単位：m３）

天然林コン
セッション

人工林コン
セッション

林業公社 その他 総生産量

ア カ シ ア ― ２２，５５７，８８１ ８，００４ ５５２，２９５ ２３，１１８，１８０
ユ ー カ リ ― １，４３４，１９９ ３７７，９０１ １，８１２，１００
チ ー ク ― ― ２４１，７３１ ２０６，５４７ ４４８，２７８
マホガニー ― ― ４２，８０１ １３９，５７６ １８２，３７７
マ ツ ― ５２，３６８ ４７，２８３ １００，１８９ １９９，８４０
ゴ ム ― １２６，７２１ ― ４１０，８６１ ５３７，５８２
ファルカタ ― ６１，２６１ １２７，０１８ ２，３６８，７０１ ２，５５６，９８０
メランティ ３，９２９，２２３ ６３，９８３ ― ７９０，８１６ ４，７８４，０２２
そ の 他 １，７１７，９４８ ３，７０７，８５２ ７３，９２４ ３，１１１，９０５ ８，６１１，６２９

合 計 ５，６４７，１７１ ２８，００４，２６５ ５４０，７６１ ８，０５８，７８９ ４２，２５０，９８６

出典：統計局年次統計（BPS,２０１７b;２０１７c;２０１７d）から筆者作成。
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２０１７）双方の年次統計に記載されている。２０１６年の天
然林コンセッションからの生産量は統計局，環境林業
省の年次統計でそれぞれ５６５万m３，５４３万m３であり，
大きな差はなかったが，人工林コンセッションからの
生産量はそれぞれ２，８００万m３，３，１６４万m３で，統計局
のデータの方が３６４万m３下回っていた。このことから
統計局に報告された生産量は環境林業省に報告された
生産量よりもやや少ない量となっていると考えられ
る。この点に留意しつつ統計局年次統計からの地域ご
との木材生産量（表―５）と，環境林業省年次統計か
らの大規模木材加工工場の入荷量（表―３）のデータ
を比較すると，次のように推定される。
２０１６年にインドネシア全体では４，２２５万m３の木材が
生産されたが，そのうち２，８００万m３（６６％）は人工林コ
ンセッションで生産され，さらにそのうち２，２７７万m３

（８１％）はスマトラで生産された。その大部分はスマ
トラで消費されたと考えられるが，スマトラの工場の
入荷量は域内の生産量を６６４万m３上回った。一方カリ
マンタンでは，人工林コンセッションからの入荷量が
生産量を３０２万m３（生産量の５８％に相当）下回ってお
り，カリマンタンの人工林コンセッションで生産され
た木材の多くはスマトラへ移出されていると推定され
た。天然林コンセッションで生産されている木材につ
いてはジャワ以外の地域では生産量よりも入荷量が少
ない。特に差が大きいのはカリマンタンで，入荷量が
生産量よりも１２９万m３（生産量の３２％）少なかった。前
述のようにジャワでは天然林コンセッションが存在し
ないが，全国の天然林コンセッションで生産された木
材の２８％（１４８万m３）が入荷されており，これはカリマ
ンタンなど他の地域からの移入であると推定される。
また，林業公社の生産した木材は生産量よりも入荷量
が少なく，その分は年間消費能力６，０００m３以下の中小
の木材加工事業者によって消費されたと考えられる。
また，人工林コンセッション，林業公社，住民林業
の主な植栽樹種は異なっていた（表―６）。人工林コ
ンセッションで生産された木材（２，８００万m３）は，ア
カシア（Acacia mangium, A. crassicarpaなど）が８１％
（２，２５６万m３）を占め，林業公社で生産された木材（５４
万m３）は，チーク（Tectona grandis）が４５％（２４万m３）
を占めた，一方，大部分が住民林業からの木材と考え
られる「その他」からの木材（８０６万m３）は，ファル
カタが２９％（２３７万m３）を占めた。
樹種別にみると，アカシアとユーカリは大部分が人
工林コンセッションで生産されていた（それぞれ生産
量の９８，７９％）が，ファルカタ，マホガニー（Swietenia

macrophylla），ゴムは「その他」からの生産の割合が
高かった（９２，７６，７６％）。またチークの生産は林業
公社と「その他」が拮抗していた（５４，４６％）。
（２）木材利用権の種類ごとの生産量推移
① 天然林コンセッション
天然林コンセッション数が最多であった１９９２年に
は，全国で５８０コンセッションが存在し，その面積は
国土面積の３２％に相当する６，１３８万haに及んだ（Depart-
men Kehutanan, １９９３）。カリマンタンの面積が最も広
く（３，０８８万ha，全コンセッションの面積の合計の
５２％），次いでスマトラ（１，４８５万ha，２４％），パプア
（７２３万ha，１２％）で面積の大半を占めていた（図―６）。
１９９０年代を通して天然林コンセッションの減少が進
み，１９９７～２００２年頃の森林管理行政混乱期には特にカ
リマンタンで半分以下に面積を減らした。天然林コン
セッションの事業許可制度は，２００２年の政府規則３４号
により，森林事業権（HPH）から天然林木材林産物利
用事業許可（Izin Usaha Pemanfaatan Hasil Hutan Kayu―
Hutan Alam：IUPHHK-HA）に置き換えられた。HPH
のライセンス期間は最長２０年間だったが，IUPHHK-
HAのライセンスは最長５５年間で，より持続的な森林
管理を行うインセンティブが与えられた。５５年間のラ
イセンス期間の後も５年間ごとに繰り返し延長可能で
ある。それぞれのコンセッションは３５年間のローテー
ションで伐採されるように毎年の伐採許容量，伐採区
画が設定され，通常の生産林では胸高直径５０cm以上，
傾斜地などに設定された制限生産林では６０cm以上の
大径木を伐採することができる。IUPHHK-HAの導入
後，コンセッション数の減少は緩やかになり，２０１８年
には全国で２５４コンセッション，合計面積１，６６４万haと
なっている。カリマンタン８４８万ha（５１％），パプア５４９
万ha（３３％）で大部分の面積をが占められ，スマトラ

図―６ 天然林コンセッションの地域別面積と数の推移
出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成
注：１）コンセッションの面積は棒グラフ，左軸，コンセッショ

ンの数は折れ線グラフ，右軸に示す。
２）１９９８，２００５年には地域別のデータが得られなかった。
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のコンセッションは８７万ha（５％）にまで減少した
（KLHK, ２０１９）（図―７）。なおインドネシア林業経営
者協会によれば，２５４コンセッションのうち，２０１８年
に木材生産があった操業中のコンセッションは１８６コ
ンセッション（７３％）にとどまる（Asosiasi Pengusaha
Hutan Indonesia,２０１９）。
１９８０～１９９０年代は，インドネシアにおける年間木材
生産量の９割前後が天然林コンセッション由来であ
り，ピーク時の１９８８年には２，９６１万m３生産されていた。
うちカリマンタンの生産量は１，５６９万m３，スマトラは
９１４万m３であった。当時の単位面積当たり収穫量（９）は
カリマンタンで０．５m３／ha，スマトラで０．６m３／haであっ
た。しかし，２０１８年には全国で６４５万m３と，ピーク時
の２４％まで減少した（図―８）。うちカリマンタンか
らの生産量は４６３万m３，スマトラからは２４万m３とわず
かになり，代わってパプアからの生産量が１１８万m３

と，カリマンタンに次ぐ量となった。２０１８年の面積当
たりの収量は，カリマンタンでは０．５m３／haと１９８０年代
とあまり変わらなかったが，パプアは０．２m３／haと低
かった。
２０１８年に天然林コンセッションで生産された木材の
樹種をみると，合板などの原料として使われるメラン
ティ（フタバガキ科Shorea属）が生産量の４０％（２５９
万m３）を占め，特にカリマンタンでは４６％（２１４万m３）
を占めた。一方でパプアではメランティは生産量の６
％（７万m３）を占めるにとどまっており，家具やウッ

ドデッキなどに使われるメルバウ（マメ科Instia属）
が５２％（６１万m３）を占めていた。
② 人工林コンセッション
人工林コンセッションの設立は１９９３年に始まった
が，２０００年代前後には停滞傾向にあった（図―９）。
天然林コンセッションと同様，人工林コンセッション
の事業許可は，２００２年の政府規則３４号により，HTIか
ら人工林木材林産物利用事業許可（Izin Usaha Peman-
faatan. Hasil Hutan Kayu dalam Hutan tanaman：
IUPHHK-HT）に置き換えられた。IUPHHK-HTのライ
センス期間は最長６０年間で，１回だけ３５年間の延長が
できる。IUPHHK-HTの導入以後，人工林コンセッ
ションは順調に増加し，２０１８年には全国で２９５コン
セッション，総面積１，１４４万haと，天然林コンセッ
ションの面積の半分近くまで拡大した（KLHK, ２０１９）。
ただしインドネシア林業経営者協会によれば，２０１８年
に木材生産をしているコンセッションは９２コンセッ
ション（３１％）と，天然林コンセッション以上に操業
率が低い（Asosiasi Pengusaha Hutan Indonesia,２０１９）。
２０１８年の面積はスマトラ４６２万ha（４０％），カリマンタ
ン５２９万ha（４６％）で大半を占める（図―１０）。スマト
ラ，カリマンタンではすでに人工林コンセッションの
増加は緩やかになり，近年はパプアで拡大している。

図―８ 天然林コンセッションからの原木生産量推移
出典：統計局，林業省，環境林業省の年次統計から筆者作成。

図―７ 択伐コンセッションの分布
出典：Global Forest Watch（１１）のデータから筆者作成。 図―９ 人工林コンセッションの地域別面積と数の推移

出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。
注：１）コンセッションの面積は棒グラフ，左軸，コンセッショ

ンの数は折れ線グラフ，右軸に示す。
２）１９９３～２０００年，２００８年には地域別のデータが得られな
かった。

図―１０ ２０１８年の人工林コンセッションの分布
出典：Global Forest Watch（１２）のデータから筆者作成。
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人工林コンセッションからの木材生産量は２０００年に
は２３６万m３であったが，２０１８年には４，０１３m３まで増加
した（図―１１）。生産量は一貫して増加傾向にある。
２０１８年の生産量はスマトラ３，３９７万m３（８５％），カリマ
ンタン６１５万m３（１５％）でインドネシアのほぼ全量を生
産していた。面積当たりの生産量はスマトラで７．４
m３／ha，カリマンタンで１．２m３／haと，天然林コンセッ
ションよりも高く，特にスマトラで高い。
人工林コンセッションは当初，パルプ原料用人工林

（HTI Pulp），建材用人工林（HTI Kayu Pertukangan），
エネルギー源用人工林，非木材林産物用人工林があ
り，種類ごとのデータがある最新の年である２００６年に
は全面積６１８万haのうち，パルプ原料用人工林４６８万ha
（７６％），建材用人工林１４８万ha（２４％）であった。し
かしインドネシア林業経営者協会によれば，建材用人
工林とエネルギー源用人工林の多くは現在操業が止
まっており，建材価格の低さがその要因となっている
（Asosiasi Pengusaha Hutan Indonesia, ２０１９）。２０１８年の
人工林コンセッションからの樹種別の生産量をみても
アカシアが７６％，ユーカリが２０％と，チップ・パルプ
の原料樹種が大半を占めた。
③ 地域住民による木材生産
（a）住民林業の規模および木材生産量
農業センサス（BPS,２００３a;２０１３a）によれば，２００３

年時点では全国３，１２３万農業従事世帯のうち，３４０万世
帯（１１％）が用材樹種を所有地に植栽していたが，２０１３
年には２，６１４万世帯のうち６４２万世帯（２５％）が植栽す
るように増加していた（図―１２）。植栽世帯はジャワ
に多い（全植栽世帯の７５％）が，スマトラ南部，スラ
ウェシ南部などにも拡大しつつある。
２０１３年の樹種別の植栽世帯数および植栽本数は多い
順に，ファルカタ：２８０万世帯，３．３億本（１６４本／世
帯），チーク：２５０万世帯，１．７億本（７０本／世帯），マ
ホガニー：２１０万世帯，０．７億本（３４本／世帯）で（表―
７），ファルカタが最も多く，また一世帯当たりの植
栽本数も多い。２０１６年の統計局の木材生産量統計
（表―６）でも大半が住民林業からの木材と考えられ
る「その他」からの木材のうち，ファルカタの生産量
が最も多いことと対応していた。ジャワ，スマトラ，
カリマンタンではファルカタが最も植栽本数が多い樹
種であったが，スラウェシ，ヌサトゥンガラ，マルク
ではチークが最も多かった。
（b）住民林業の成立背景と現状
住民林業の拡大要因を理解するため，２０１９年に東
ジャワ州林業局およびルマジャン県とプロボリンゴ県
のファルカタ栽培住民，原木流通・小規模製材事業
者，合板製造事業者，中カリマンタン州林業局および
プランピサウ県とグヌンマス県のファルカタ栽培住
民，種苗生産業者，ファルカタ栽培支援を行っている
NGOに聞き取り調査を行った。
東ジャワ州での聞き取りによれば，東ジャワ州の農
村部では以前からファルカタが植栽され，薪炭材や木
製パレットの原料として使われていたが，インドネシ
ア政府が１９８０年代末から取り組んだ，ファルカタの普
及を促進する「センゴニサシ（Sengonisasi）」プログ
ラム，「森林・土地修復のための国家運動（Gerakan

図―１１ 人工林コンセッションの地域別原木生産量推移
出典：林業省，環境林業省各年統計から筆者作成。

注：２０００～２０１０年には地域別のデータが得られなかった。

図―１２ ２０１３年用材樹種植栽世帯密度
出典：２０１３年農業センサス（BPS，２０１３）から筆者作成。

表―７ ２０１３年の植栽本数上位４種の用材樹種ごとの植
栽世帯数，植栽本数

（単位：世帯，本）

ファルカタ チーク マホガニー アカシア

植栽世帯数 ２，８１８，２６１ ２，５１３，２４６ ２，１１９，０９６ ６７０，４８６

植栽本数
スマトラ １０，４９１，８９６ ３，１２８，２５２ ３，１１４，８６８ ８，８４６，８９９
ジャワ ３０５，９１９，３９２ １０３，１１８，２５７ ５０，６８６，７３４ ３４，４８９，７０８
カリマンタン ５，０１０，８３９ １，７３３，８２５ ３６１，１５５ ２，７００，６３９
ヌサトゥンガラ ４，６９９，１２３ ２４，３６３，３７０ １４，６９２，５２４ ５２２，７３４
スラウェシ ２，５８５，０２３ ３３，２００，２７４ ２，５３０，９１７ ３４４，１７２
マルク ４６，４１４ １，６０９，２５４ ８１，６１７ ３，４８２
パプア ７５，８５０ ２３５，６３３ ４０，７１３ ４，９７８

合 計 ３２８，８２８，５３７ １６７，３８８，８６５ ７１，５０８，５２８ ４６，９１２，６１２

出典：統計局２０１３年農業センサス（BPS,２０１３a）から筆者作成。
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Nasional Rehabilitasi Hutan dan Lahan：GN-RHL）」に
よる地域住民の用材樹種（主にファルカタ）植栽支援
によって植栽が広まった。１９９３年頃からファルカタを
合板などパネル類の原料として使用できるようにな
り，合板製造事業者が州内の地域住民からファルカタ
を買い集めるとともに，無料で苗木を配布して資源確
保を図る取り組みも始まった。近年では州内にファル
カタなどの苗木を販売する業者が多数成立しており，
住民は政府や企業によって無償配布された苗ではな
く，優良な苗木を自らの資金で購入して植栽すること
が一般的となっているということであった。
また聞き取りによれば，２０１２年に年間木材消費量

６，０００m３以下の中小規模の木材加工工場の設立認可権
限が県から州に移管されてから認可をとるのが容易に
なり，東ジャワ，中ジャワ州内ではファルカタを原料
とする木材加工工場が多数設立された。東ジャワ州内
には木材の一次加工を行う事業者が１，０８４あるが，そ
の７０％がファルカタを入荷しており，ファルカタの供
給が需要に追いついておらず，特に合板用の大径木の
価格上昇が続いているとのことであった。原料不足は
深刻で，州林業局によれば，東ジャワの全木材加工工
場の年間消費可能能力の５０％程度しか入荷されておら
ず，ルマジャン県の原木流通・小規模製材事業者によ
れば，ルマジャン県では４０％の入荷量不足と言われて
いるとのことであった。このため住民林業によるファ
ルカタ生産の拡大が続き，サトウキビ，赤玉ねぎ，陸
稲などの農地の林地化が進行してきた（図―１３，１４）。
ファルカタの伐採，製材工場への出荷は土地所有者自
身だけでなく小規模素材生産業者によっても行われて
いた。またファルカタが栽培されている集落の多くで
は，小規模な製材工場が設立され，単板への加工や粗
挽きが行われていた（４）。小規模工場で加工された単板
や粗挽き製材品は，ルマジャン県やプロボリンゴ県に
いくつか存在する大規模木材加工工場に出荷され，集
成材（ランバーコア／ブロックボード）や合板，ドア
などの木工品が製造・輸出されていた。
住民林業の課題の１つは，農作物に比べ収穫までの
期間が長期となることであるが，聞き取り調査を行っ
たプロボリンゴ県の集落では，ファルカタを植栽した
農地を所有していれば，その立木権を他の住民に販売
することができ，ファルカタの成長を待たずにいつで
も現金に変えることが可能なシステムが成立してい
た。岩永（２０１９）は西ジャワ州において，木材加工工
場が地域住民に資金や資材を提供し，収穫した材を買
い取る契約栽培が行われていることを報告している。

聞き取りを行った東ジャワ州ルマジャン県やプロボリ
ンゴ県の農村部では住民自らの投資による栽培が一般
的とのことであったが，州林業局によれば，村内外の
投資家と土地所有者の間での分収造林も盛んであると
のことであった。
また住民が生産した木材を販売するための許認可手
続きも簡素化されていた。前述のようにインドネシア
では流通するすべての木材が木材合法性証明システム
に登録され，合法性が確保されることとなっている。
岩永（２０１６）によれば，２０１２年林業大臣規則第３０号に
基づき，私有林からの木材は村長（kepara desa／lu-
rah），村の要職者（perangkat desa／kelurahan）ないし
森林局の出張所から「移送に関する覚書（nota angku-

図―１３ 東ジャワ州ルマジャン県の耕地に植栽された
ファルカタ

出典：２０１８年３月筆者撮影。
注：Google Earthの画像によれば，この場所は２００６年時点ではす
べて畑だった。

図―１４ 東ジャワ州プロボリンゴ県における林地化の進行
出典：Google, Maxar Technologiesから筆者作成。
注：２００９年時点では外周のみに植林をしている畑がほとんどで
あったが，２０１８年には内部一面に植林をしている畑が半分以
上となっている。
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tan）」ないし「個人利用のための移送に関する覚書
（nota angkutan penggunaan sendiri）」を発行してもら
うことによって木材が合法的に伐採されたことの根拠
となる。しかし聞き取りを行ったファルカタ栽培住民
や小規模製材事業者によれば，現在は樹木の所有者か
集材業者が事前に「移送に関する覚書」の用紙を購入
または自作しておき，木材の伐採・販売後に自分で記
入して，カーボンコピーを環境林業省の県事務所に，
本紙を販売先の製材・加工工場に渡せばよいと簡略化
されているとのことであった。
さらに東ジャワ州の木材加工事業者は，ファルカタ
材の資源競争と価格上昇に対応し，ジャワ島内におけ
る自社植林地の確保や，カリマンタン，スラウェシ，
マルクなどで，住民に対するファルカタの種子，苗木
や資材の提供，栽培法のトレーニング，ジャワの産地
への見学ツアー等の支援を行い，ファルカタの栽培普
及，資源確保に努めていた。
中カリマンタン州林業局やプランピサウ県での聞き
取りによれば，かつては天然林の違法伐採や焼畑が盛
んであったが，２０１０年頃から政府の取り締まりが厳し
くなり，ファルカタの栽培が始まった。GN-RHL植林
プログラムではあまり成果が見られなかったが，２０１２
年頃から南カリマンタンの木材加工事業者がかつてセ
ンゴニサシプログラムで植えられたファルカタ材の買
い付けを始めると，栽培が盛んになった。はじめはト
ランスミグラシ政策によるジャワからの移住者が栽培
をはじめ，現在は先住民のダヤク系の地域住民の間に
も栽培が広まっている。カハヤン川やカプアス川下流
の河岸湿地で従来は焼畑陸稲耕作が行われていた場所
でファルカタの栽培が拡大していたが，上流部にも広
がりつつあった。カリマンタンの地域住民は，従来，
ゴムやオイルパーム栽培を拡大してきたことが知られ
ているが，ゴムの買取価格は低迷を続けている一方，
その材を製材して使うためには伐採してすぐに菌類に
よる腐朽を防止するための化学的な処理をすることが
必要であり，またオイルパームは肥料や殺虫剤など初
期投資のコストが大きく，１０ha以下の小面積では利益
を上げることは難しい。このため現在はコストのかか
らないファルカタ栽培がより好まれ，ゴムからファル
カタへの植え替えもよく行われているとのことであっ
た。なお州林業局や植栽住民によれば，私有地からの
木材の搬出には村長のサインによる原産地証明書（Su-
rat Keterangan Asal Usul：SKAU）が必要であると理
解されていた。
現在のファルカタ材の主な買い手は南カリマンタン

州，東ジャワ州，中ジャワ州の木材加工業者である
が，近年，中カリマンタン州内においても，住民林業
で生産されたファルカタを主要な原料とする集成材
（ランバーコア／ブロックボード）工場，単板工場が
操業を始めており，将来的には需要の拡大に伴って
ファルカタの生産がさらに拡大すると予想された。

Ⅳ 考察

木材製品の生産量，その原料の木材入荷量，木材生
産量データの分析からインドネシアの木材の需給関係
は図―１５のように変化したことが明らかになった。

１ スマトラにおけるチップ，パルプ生産の増大
１９９０年代以降，インドネシアからの紙，パルプ輸出
額は増加を続け，木材を原料とする製品の中では１
位，２位の品目となっている（UN Comtrade（１０））。その
生産のためのチップ，パルプの大部分はスマトラで生
産されているが，その原料として，インドネシアの大
規模木材加工工場（製材品，合板，チップ，パルプ）に
入荷されている全ての木材の７５％が消費されていたと
推定された。１９９０年代はほぼ天然林からの木材がパル
プの原料となっていたが，２０００年代以降の人工林コン
セッションからの木材生産の増加に従い，その使用比
率が高まった。現在はスマトラの人工林コンセッショ
ンからのアカシア，ユーカリが主な原料となっている
が，カリマンタンなど域外の人工林コンセッションや
スマトラの住民林業によって生産された木材も使われ
ていると推定された。一方，ジャワ，パプアで生産さ

図―１５ インドネシアにおける主要な木材生産，木材製
品生産とその関係の変化

出典：筆者作成。
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れているチップについては，人工林コンセッションに
加え，住民林業や択伐コンセッション，土地転換から
の木材も原料として使用されていると推定された。

２ ジャワにおける製材品，合板生産の増大
２０００年代後半以降，ジャワ（特に中ジャワ州，東
ジャワ州）における製材品，合板の生産量が増大し，
現在はインドネシアにおける最大の生産地となってい
る。その原料として主にジャワ内での住民林業からの
木材（主にファルカタ）（入荷量の５５％）と，カリマ
ンタン，パプアなどの他の地域から搬入された天然林
コンセッションからの木材（入荷量の２３％）が使われ
ている。一方人工林コンセッションからの木材はほぼ
使用されていないと推定された。
ジャワでは，地域住民による木材生産が２０００年代以
降盛んになり，域内の木材加工企業にとって重要な資
源となりつつあることが指摘されている（門田，
２０１２；Iwanaga and Masuda,２０１３；岩永，２０１９）が，本稿
の分析でもこのことが示され，インドネシアにおける
製材品，合板製造業の中心をカリマンタン，スマトラ
からジャワに移動させる要因となったと考えられた。
またジャワにおける製材品，合板生産量の増大は，
近年のインドネシアの経済成長と人口増加に伴う内需
の拡大によって，インドネシア全人口のうち５７％の
１．５億人が居住する（２０１９年推定値）ジャワでの生産
の方が他地域よりも有利になったことも影響したと考
えられる。インドネシアは１９８０～９０年代は生産した合
板の８０％以上の量を輸出していたが，２０００年代以降に
低下し，２０１８年時点の輸出量の割合は６８％で，国内で
消費される割合が高まっている。
一方他地域の天然林コンセッションからの木材の
ジャワへの入荷量も増大している。ファルカタから合
板や集成材を製造する場合も，フェース・バックはメ
ランティなど天然木の単板を使うことが多く，カリマ
ンタンなどの天然林コンセッションからの木材が使用
されていることが多い。ファルカタを主な原料とした
ジャワにおける合板，製材品の生産量の増大が，天然
林コンセッションからの木材の需要も増大させ，カリ
マンタンなどの合板製造業との資源競争を生じさせて
いることが示唆された。

３ カリマンタンにおける合板生産の維持
カリマンタンでは天然林コンセッションからの木材
を主な原料とする合板製造が行われているが，カリマ
ンタンの人工林コンセッションで生産された木材の一

部も原料として使われていると推定された。
天然林コンセッションからの木材生産は，かつて多
かったスマトラからはほぼなくなったが，カリマンタ
ンでは２０００年代後半以降，比較的安定して維持されて
いる。２００９年にインドネシアのすべてのコンセッショ
ンは持続的森林管理認証を取得することが義務付けら
れたが，カリマンタンの天然林コンセッションではさ
らにFSC森林管理認証の自主的な取得も進んでいる。
インドネシアでは２０１８年６月時点で２５天然林コンセッ
ションがFSC認証を取得しているが，そのうち１９コン
セッションはカリマンタンにあり，カリマンタン域内
の天然林コンセッション総面積の２０％に達している
（鮫島，２０１８）。このような２０００年代以降の森林管理行
政の再強化，持続可能な森林管理の取組が天然林コン
セッションからの木材生産の維持に一定の効果を上げ
ていると考えられた。この結果，天然林伐採を禁止
し，国内木材産業の原料供給源が国内の人工林か輸入
材のみに移行した他の熱帯諸国とは異なり，インドネ
シアはより多様な木材製品の生産を維持することが可
能となっているといえる。
土地転換材については，Gaveau et al.（２０１６）は１９７３
～２０１５年にボルネオ島に造成された人工林コンセッ
ション，オイルパームプランテーションの造成前の植
生の解析を行い，この間にカリマンタンに造成された
プランテーション総面積５７０万haのうち，３７％は５年
以内には森林であった場所が皆伐されて造成されたこ
と，その割合はオイルパームプランテーションよりも
人工林コンセッションの方が高いことを示した。また
Lawson et al.（２０１４）は，２０１２年にインドネシアから
輸出された木材製品の丸太換算量当たり７５％が皆伐由
来であったと推定している。本稿の分析でも土地転換
材の消費量は２００９～２０１３年の期間に特に多く，ジャワ
を含め，当時のインドネシアの木材加工産業にとって
重要な原料供給源となっていたことが示唆された。し
かしながら２０１１年以降，インドネシア政府は原生林お
よび泥炭林における新規プランテーション開発許可の
発行を停止し，２０１９年に恒久化した（Winata,２０１９）。
人工林コンセッションの面積は２０００年代後半に特にス
マトラにおいて急増したが，２０１０年代中葉からは緩や
かになっている。現在は土地転換材の入荷量はわずか
なものとなっており，人工林コンセッションと住民林
業からの木材生産の増大がその減少分をカバーしたと
考えられた。
前述のように，天然林資源の枯渇に伴い，タイでは
生産される木材の主な種類が北部のチークから南部の
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ゴムや東北部・中部のユーカリに変化した。一方フィ
リピンでは主な森林資源がミンダナオの国有林の天然
林コンセッションから住民林業へ変化したが，主要な
木材製品の種類は変わっていない。インドネシアでは
タイと同様，紙・パルプ産業が成長し，その原料供給
のために２０００年以降拡大した人工林コンセッションが
木材生産量の過半を生産するようになったが，住民林
業の成長によって製材・合板産業も存続し，タイと
フィリピンの中間的な発展経路をたどったといえる。
住民林業による木材生産はジャワにおいてはすでに
飽和しつつある可能性があり，岩永（２０１６）は成長量
を超えた伐採が進行していることを示唆している。し
かし本稿で明らかにしたように，中ジャワ，東ジャワ
の木材加工事業者の積極的な働きかけにより，近年カ
リマンタン，スラウェシ，マルクなどジャワ域外でも
ファルカタの栽培世帯が増加しており，今後も生産量
の増大が続くと予想される。生産された木材はジャワ
の木材加工工場へ供給されるとともに，それぞれの域
内の既存の木材加工産業によっても利用され，さらに
新たな木材加工事業者の誘引に寄与し，再びジャワ域
外での製材品・合板生産量の増大につながると予想さ
れる。
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注
（１）http:／／www.fao.org／faostat／en／#data／GF
（２）林業省，環境林業省の年次統計（Departmen Kehutanan,

１９８７―２００８; Kementerian Kehutanan, ２０１０―２０１４; KLHK,
２０１５―２０１９）

（３）林業省，環境林業省の年次統計（Departmen Kehutanan,
２００１―２００８; Kementerian Kehutanan, ２０１０―２０１４; KLHK,
２０１５―２０１９）

（４）統計局の年次統計（BPS２０１３b―３０１９b, １９９２c―２０１９c,
１９９５d―２０１９d），林業省，環境林業省の年次統計（Depart-
men Kehutanan, １９８７―２００８; Kementerian Kehutanan,
２０１０―２０１４; KLHK,２０１５―２０１９）

（５）統計局の年次統計（BPS,２００３a;２０１３a）
（６）http:／／www.globaltimber.org.uk／rwevolume.htm
（７）http:／／www.itto.int／files／user／presentations／The%２０ITTO

%２０Statistical％２０System.pdf

（８）http:／／www.fao.org／faostat／en／#data／FO
（９）１９８８年のコンセッションの面積データが得られなかっ

たため，１９８９年の面積から求めた。
（１０）門田（２０１２）によればファルカタ材は生木の丸太の状

態では，カビや腐朽菌などの生物劣化が生じやすいた
め，伐採後，早い段階での製材，乾燥が必要である。

（１１）https:／／comtrade.un.org／
（１２）https:／／www.globalforestwatch.org／
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